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2023年4月11日 

報道関係各位 

大和ハウス工業株式会社 

                            代表取締役社長 芳井敬一 

                              大阪市北区梅田3-3-5 

       

■「共創」により地域課題を解決する人材を、行政・民間・研究機関で育成 

「奈良市みらい価値共創プロジェクト研究」を発足 

  

大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：芳井敬一）は、2023年4月11日、奈良市ならびに学校法人

先端教育機構 事業構想大学院大学（本部：東京都港区、学長：田中里沙）と共同で、奈良市の地域課題を解決

する人材の育成と新事業創出を支援するための研究会として、「奈良市みらい価値共創プロジェクト研究」を発足

しました。  

 
左：事業構想大学院大学学長 田中里沙 様 

中：奈良市長 仲川 げん 様 

右：大和ハウス工業 常務執行役員 石﨑 順子 

 

「奈良市みらい価値共創プロジェクト研究」は、「大阪・関西万博のコンセプトである「未来社会を『共創』」

を踏まえ、奈良市の地域課題解決や、社会に新たな価値を創造する」というテーマに基づき、20名の研究員が新

たな事業構想計画を構築する9カ月間の研究会です。大阪・関西万博開催までの3年間、同様の研究会を開催予

定です。 

奈良市では、本研究会の卒業生やワークショップの受講生など地域共創に携わる人達で「奈良共創チーム」を

形成し、2025年には400人規模のコミュニティーでイノベーションの拡大を目指します。 

当社は、創業者 石橋信夫のゆかりの地での「奈良市みらい価値共創プロジェクト研究」開催にあたり、企業版

ふるさと納税（地方創生応援税制）を活用し、奈良市へ本研究会開催の財源を寄付するとともに、研修施設「大

和ハウスグループ みらい価値共創センター」を本研究会実施の会場として提供します。 

奈良市と学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学、当社は、産官学の共創を通じて、奈良市の地域課題を

解決する人材を育成し、地域経済活性化に貢献します。 
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●2023年度「奈良市みらい価値共創プロジェクト研究」の概要 

期間 2023年6月～2024年2月 全20回 

内容 定例研究会を中心に、事業構想大学院大学の担当教員による個別指導や、ゲスト講師

による特別講義、研究員同士の議論を重ね、研究員各自が奈良市の地域課題を解決す

る事業構想計画を策定します 

費用 無料 

会場 「大和ハウスグループ みらい価値共創センター」＋オンライン会場 

研究員 20名程度 

※企業、団体、学生などを対象に公募。奈良市職員も参加予定 

共催 奈良市、学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学 事業構想研究所 

協力 大和ハウス工業株式会社 

研究会HP https://www.mpd.ac.jp/events/narashipj/ 

 

●「大和ハウスグループ みらい価値共創センター」について 

住所 奈良県奈良市西九条町4丁目1－1  

延床面積 17,048.07m 

敷地面積 18,251.37㎡ 

階数 地上4階建て 

愛称 コトクリエ 

開所 2021年10月1日 

URL https://www.daiwahouse.co.jp/kotokurie/ 

 

●奈良市と大和ハウス工業の「包括連携における協定」について 

奈良市と当社は、ひとづくり・しごとづくり・くらしづくり・まちづくりなどの分野において積極的に連携・

協働し、地域の活性化および持続的成長に向けた取り組みを推進するため、2022年8月24日に「包括連携に

おける協定」を締結しています。 

リリースURL：https://www.daiwahouse.co.jp/about/release/house/20220825144022.html 

 

                                              以  上 

 

 お問い合わせ先 

広報企画部 広報グループ     ０６（６３４２）１３８１ 

東京広報グループ   ０３（５２１４）２１１２ 


